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『平家物語』の女性描写のしかた
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Forms of the Description of Women in the Tale of the Heike
Izumi HAMACHIYO
Abstract
　This paper investigates forms of the description of women in the tale of the 
Heike, focusing on the birth, position, figure, personality, and the state after the 
case. The conspicuous results are as follows:
  1) The empress is called the title of honor. The woman come of respected family 
is called the official name and the position of lawful wife. The woman come of 
lower family, “shirabyoshi”(白拍子) dancer, and the local woman are called their first 
names or stage names.
　2) The form of description of the figure is related to the status of the family and 
the post. In case of the empress and the woman come of respected family, the beaty 
of figure is expressed through the phrases of Chinese poetry and Chinese word “bijin”
(美人). In case of the woman come of every family, the beaty of figure is expressed 
through Chinese word “iu”(優), Japanese word “utsukushi”(うつくし), “suguru”(すぐる), 
and so on. In case of the local woman, the beaty of figure is expressed concretely 
such as Japanese word “iroshiroshi”(色しろし). 
　3) The women renounce the world regardless of the status of the family and the 
post, and whether they are concerned with the war of Gen Pei or not. They choose 
the spiritual life known as“shukke”(出家) with pessimism about life, or the death 
of their close relations as motivation.
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7 成経北の方 宰相の娘 成経北方 Ｂ
9 俊寛の娘 僧都の御むすめ 十二 Ｂ






























10 紀伊二位 紀伊二位 法皇の御乳の人 Ｃ
11
































































































































Ｅ 都の人，その他 召名・名前 ＊ 役職







番号 見出し ⑤容姿 ⑥性格 ⑦技量教養 分類
4
皇后多子 天下第一の美人の聞え 哀にやさしき 大宮は，…御琵琶あそ
ばされけるところに
Ａ




























19 小宰相 宮中一の美人 Ｂ
25 義経の妻 みめかたちうつくしう 心ざまいうに Ｂ
1 白河院女房 いうなり Ｃ
11 備中の内侍 やさしかりし Ｃ
14 小督 宮中一の美人 琴の上手 Ｃ
20 内裏女房 みめ形世にすぐれ なさけふかき人 Ｃ







































































































































番号 見出し 契　　　機 その後 分類 源平の戦い
13 葵の前 高倉天皇の意思を察して 死去 Ｅ ×
22 横笛 滝口斎藤時頼への思慕 死去 Ｅ ×
2 王・ 女 清盛の冷遇，みじめさ 出家 Ｄ ×
3 仏御前 王を追い出したこと，申し訳なさ 出家 Ｄ ×
6 成親北の方 夫の死 出家 Ｂ ×
9 俊寛の娘 父の死 出家 Ｂ ×
14 小督 清盛の処遇，不本意 出家 Ｃ ×
16 維盛北の方 夫の死 出家 Ｂ ○
20 内裏女房 夫の死 出家 Ｃ ○
21 千手の前 重衡の死 出家 Ｈ ○
27 大納言佐 夫の死 出家 Ｃ ○
29 建礼門院徳子 一門の人々の死 出家 Ａ ○
18 巴 木曾殿の命令 手柄，離脱 Ｈ ○
19 小宰相 夫の死 入水 Ｂ ○
24 平時子 一門の敗戦 入水 Ｂ ○
26 副将の乳母・介錯 若君の死 入水 Ｅ ○
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【源平の戦いと関係しない場合】
　この場合，その後のありように二種類ある。死去と出家である。
［死去］
　13番の立場は上童で，身分が低い。高倉天皇は，一旦は愛情をかけたものの，帝位にある者とし
て行動を慎み，この少女を遠ざける。22番の立場は雑仕で，やはり身分が低い。滝口の父は息子の
将来を考え結婚に反対する。滝口は自分の思いと父の考えの不一致を清算するために出家し，女性
は置き去りにされる。女性たちの低い身分が妨げとなり，男性たちから関係を切られたケースで，
女性たちは次の一歩を踏み出せずに死去している（注7）。
［出家］
　２番は後進の３番に座を奪われた上，その機嫌をとるように清盛に要請されたみじめさ，３番は
２番を追い出すことになった申し訳なさを契機に出家した。６番，９番は鹿ケ谷事件で流罪になっ
た夫や父の死を契機に，菩提をとむらうため出家した。14番は高倉天皇の寵愛を受けたことが清盛
の怒りに触れ，強引に出家させられた。娘の徳子に皇子が誕生する前のことで，清盛の警戒は強かっ
た。清盛が関わっている点で共通するが，清盛の横暴にあたるのは14番の場合のみである。出家は
厭世（２番，３番）や親しい人の死（６番，９番）を契機にして選択された精神生活の世界であっ
たといえる。
【源平の戦いと関係する場合】
　この場合，その後のありように三種類ある。出家，手柄をたて離脱，入水である。
［出家］
　16番，20番は平家の都落ちの際に都に残り，21番は都落ちに関係せず，27番，29番は都落ちに同
道した。
　16番は夫の都落ちに際し同道を懇願したが，二人の子どもとともに留め置かれた。夫の訃報が届
くと即座に出家した（注8）。20番は平重衡の妻であり，21番は頼朝の命令で重衡の世話をした者であ
る。源平の戦いの後，捕虜となった重衡は奈良炎上の責任を問われ，奈良に送られ斬首された。20
番，21番はその報に接してすぐに出家した。その記述は大変よく似ている。
　27番は平重衡の正妻であり，安徳天皇の乳母である。壇ノ浦で神鏡の入った唐櫃を持って入水し
ようとしたところを源氏の武士に捕えられた。29番は壇ノ浦で入水したが引き上げられた。都に護
送された女房は27番，29番を含めて四十三人いたと覚一本で記述されている。27番は奈良に送られ
る夫と再会し，夫のむくろを取り寄せて供養した後に出家した（注９）。29番は吉田で出家し，その後
大原に隠棲して一門の人々の菩提をとむらった。
　女性たちの出家は平家の都落ちに従ったかどうかと相関しない。29番の建礼門院には平家一門の
人々の供養が課せられている。それ以外の女性たちは親しい人の菩提をとむらうために出家をし，
その親しい人が平家一門のひとりであった点で共通する。
［手柄をたて離脱］
　18番は主君の木曾殿の命令に従い，一行から離脱する。その際に敵の頸をねじきるという力技で
手柄をたてた。技量教養の項目でも見たが，他の女性たちに比べて異質である。
［入水］
　19番は都落ちの夫に同道し，舟の上で戦死の報を受け取った。子を宿していたが，将来に希望を
持てずに入水した。24番は平家の棟梁の母として重要な立場にあった。壇ノ浦で一門の敗色を目の
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当たりにすると，神璽宝剣を身に付け，安徳天皇を抱いて「かたきの手にはかかるまじ」と入水し
た。26番は大切に育てた若君を処刑されての入水である。入水という選択が，大切な人を失った悲
しみによる点で19番と26番は共通し，将来を見据えた決意・覚悟である点で19番と24番は共通する。
入水が女性の一般的な選択でなかったことは19番，24番の記述によって知られる。
　以上を整理すると次のようである。
【源平の戦いと関係しない場合】
ｈ…　事件後に死去したケースでは，女性たちは低い身分が妨げとなり，男性たちから関係を切られ，
次の一歩を踏み出せずに死去した。
ｉ…　出家したケースでは，清盛が関わっている点で共通する。その中で，清盛の横暴にあたるのは
１例のみである。出家は厭世や親しい人の死を契機にして選択された精神生活の世界であった。
【源平の戦いと関係する場合】
ｊ…　出家したケースは女性たちが平家の都落ちに従ったかどうかと相関しない。建礼門院には平家
一門の人々の供養が課せられている。それ以外の女性たちは親しい人の菩提をとむらうために出
家をし，その親しい人が平家一門のひとりであった点で共通する。
ｋ　手柄をたて離脱したケースは他の女性たちに比べて異質である。
ｌ…　入水は，大切な人を失った悲しみが強いとき，また，将来を見据えて決意・覚悟するときに選
択される。入水は女性が一般的に選択するものではなかった。
５．おわりに
　覚一本『平家物語』に登場する女性たちをとりあげ，その描写のしかたを素性・立場，容姿・性
格，事件後・死別後のありようなど，多方面から検討し，それぞれの章で項目ごとにまとめた。素性・
立場，容姿・性格などの描写は，女性たちの家柄の高低，役職などと関連すること，事件後・死別
後のありようは出家するケースが多いことが判明した。以下にいくつかの特色をまとめて再掲する。
（ア…）呼び名を見ると，きさきは院号，上・中位の家柄の女性たちは召名・位階，下位の家柄・白拍子・
都以外の女性たちは名前で記される。
（イ…）きさき，上・中位の家柄の女性たちの素性は，父親を挙げてその娘であることを示す形式で
表される。白拍子の素性は母親や出身地を挙げて記される。
（ウ…）女性たちの立場は，きさきという地位，皇子の実母という関係，正妻という地位，役職，白
拍子という職域で表される。
（エ…）容姿の美しさを表すのに，きさき，上・中位の家柄の女性たちには漢詩の語句や漢語「美人」
が用いられ，すべての分類の女性たちに和語「うつくし」「すぐる」など，漢語「優なり」が用
いられる。都以外の女性たちは「色しろし」のように美しさを具体的に表される。
（オ）性格を表すのに「やさし」「優なり」をよく用い，上品で風流，すぐれていることを表す。
（カ…）女性たちは家柄の高低・役職の有無や高低などに関係なく，また，源平の戦いに関わっても
関わらなくても出家している。出家は厭世や親しい人の死を契機にして選択された精神生活の
世界である。
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注(1)…渥美かをる（1978）『平家物語の基礎的研究』笠間書院，松尾葦江（2008）『軍記物語原論』笠間書院など。
松尾葦江（2008）に「一般的に，平家物語の中の女性の役割と考えられているのは，愛する男（夫・恋人・子・
養い子）と引き裂かれ，その死後に出家して，男の鎮魂・供養に生涯を捧げる，というものではないだろうか。」
とある。
(2)…維盛の妻について，郭順伊（2006）「維盛北の方の造型」『広島女学院大学国語国文学誌』36がある。
(3)…日下力（2001）『平家物語の誕生』岩波書店，日下力（2005）「一　『平家物語』を知るために」『平家物語
を知る事典』東京堂出版など。
(4)…新日本古典文学大系『平家物語』上・下（1991年・1993年　岩波書店）の底本は，高野辰之氏旧蔵，東京
大学国語研究室蔵の覚一本である。
(5)…原則として，祖父や父が殿上人以上であるときに上・中位の家柄に分類するが，従五位相当以上の場合も
含める。また，女性自身が任命されている場合も入れる。
(6)…Ａの29番の用語は白居易の「長恨歌」によるところが多い。Ｂの16番の用語は『新撰朗詠集』『本朝無題詩』
などに見られる。
(7)…22番の女性は出家した男を追うが追い返され，後に出家した。出家の後も思慕をつのらせて死去したので，
「その後」を「死去」とした。延慶本・長門本は入水とする。
(8)… 16番の女性は覚一本・屋代本によると出家し，延慶本・長門本によると出家・入水を考えるほど思いつめ
たが思いとどまった。この女性は後に再婚しており，この時点では出家していない。
(9)… 27番の女性は覚一本・屋代本によると夫の死後に出家し，延慶本・長門本によると再会した夫を送った後
に出家した。
『平家物語』諸本
　延慶本…『延慶本平家物語』本文篇上・下　1990年　勉誠社
　長門本…『長門本平家物語』一～四　一・二…2004年，三…2005年，四…2006年　勉誠出版
　屋代本…『屋代本高野本対照平家物語』一～三　一…1990年，二…1991年，三…1993年　新典社
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